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，翻訳　ベンジャマン・コンスタン『日記』醐）

高　藤　冬　武

璽鍵羅年9月

　　　　実月十四ヨ（9月1鋤

　　　　　　　書簡：タルマ

　来信、タルマ夫人。座五各章の草案作成。

目次確定。シモンドに指摘され感心すること

あり。《道徳の真の基盤》と題うった章を設

けると、主題とはかけ離れた明確な結論的な

ものを期待した読者は最終章の歯切の悪さに

引っ掛かり本全体に悪印象を懐くというので

ある。初めから余分な期待を懐かせぬように、

また読者に明確な結論を与えるように心掛け

ながら、現行の最終章を「鋳直」し、道徳の

基盤、利害は勿論のこと、宗教、義務につい

て論ずべき点を加筆のこと。この結論、権力

が如何なる口実にせよ宗教に容曝するような

ことがあってはならぬ結論であること。《道

徳の基盤》という表現用いるべきではないか

もしれぬ。《道徳の有用性と危険性について》

とした方がよさそうである、深入りも避けら

れる。

　読書、サントクロワ［秘儀三三。この種

の本、註に本文が中断されること再三にわた

る、とても人に読んでもらえるような代物に
　　　　　　　ミステ　ル
あらず。だが「秘儀」の項執筆に際し再読の

要あり。ミネット［スタール夫人の異称］のこ

こ数日の情け愛敬、いたく感心す。…緒に過

す時の歓を再発見したり。±

　　　　実月十五日（9月2日）

　　　　　　書簡：ドワドン

　巻五の全章口述筆記。原稿の最終部分変更

す。発信、ドワドン［コンスタンのパリ近郊の土

地レゼルバージュの小作人｝。余がドワドンにも

父にも全く似ぬということ理解し難し。

　夜、セロン姉妹宅。アメリー、見苦しから

ず。晩餐なかなか愉快なり。

　　　実月十六日（9月3日月曜ヨ）

　書簡：ナッソー、フールコー、ルコント

　数巻に怠り何章か調整。来信、ナッソー夫

人、フールコー、余の七日便に対する返書、

ルコント。ルコントに手形336り一ヴル振出

す要あり。昼餐、アルガン宅。

　読書、サントクロワ。この退屈にして必

読の書、読進めるに難儀す。

　晩餐、ベルリンのセザール夫人［従弟オーギュ

スト・デルマンシュのベルリン時代の知己］。シュ

レーゲルの得意顔、片腹痛し、ベルリンっ子

に出会い心はベルリンに在るかのごとし。ミ

ネットの愛想、優しさ変らず。

　　　　実月十七B（9月4副

　　　　　書簡：ゲクハウゼン

　発信、ゲクハウゼン嬢。ラプランシュ訪問

［ジュネーヴの牧師、第一共和制政府に入るが執政政

府に容れられず公職を去る］。余との交友を切望

すること大にして世辞を振撒きとどまるとこ

ろを知らず。利用はしたし、されどこの男の

敵は恐し。この種の思想［共和主義者］の持主
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2 言語文化論究8

と交わらんか、まさに敵の思う壼、余を強襲

せん。

　立てるべき章の割振をする。未定は11を数

えるのみ。筆耕を傭ってこのかた眼は回復す

るも、仕事は進行に遅を来しもはや仕事の体

をなすとは言えず。

　ドルゴルゥキ王女［パリにサロンを開き有名を

馳せた、レカミェ夫人常連の一入］。コサックとシ
　　　　　　　　　　　　ないまぜ
ルケシア［チェルケス族1の扱雑、なかなか快

し。物腰の悠揚迫らぬ雰囲気、豊な話談。そ

の話談の魅力にさらなる妙を添えたるは、身
　　てぶゆ
分、習慣、自信の為せる技と言うべし。

　ネッケル氏が青春時代に書き遺せし喜劇何

篇かを読む。冗漫、誇張、青臭、目につくも

鋭い洞見多し。田舎者を軽蔑しきったパリ入

を登場させ一入の田舎者に騙される様を描く

という意図、面白く痛快なり。作品に共通す

る基本構図、新鮮にして鋭し。君主ソリマン、

三入の妃ありながら性格に惚れてロクスラー

ヌを迎えるが、結婚後ロクスラーヌその性格

をヂ発展」させ、ためにその性格があだとな

り、夫を不幸のどん底に陥れる妻の姿という

もの正に喜劇の発想なり。

　ミネットの愛想やや減じたり。余は今の生

活に倦み疲れたり、いや今に限らずいかなる

生活も然あるべし。然らば、試みに新しき生

活を験すべし。余には失うもの無し。

　　　　実月十八日（9月5B）

　いったんばらした章を割振る。草稿をなす

べき章まだ9章を数う。〈メルキュール誌〉に

載ったヴィレール批判を読む［仏学士院賞を受

けたヴィレールのルッターの宗教改革の精神と影響

に対する激しい批判、Ch。D。の署名で2回連載され

た〕。「彼の連中」のヴィレール攻撃の激しさ、

如何なればかかる激しさか理解し難し。連中

の最初の反駁の勢い今とよほど違っていたの

が途申から過激になったは何か知られざる事

情あってのことであろう。とにかく、連中、

勢力伸張の機と踏んで攻勢に転じ、「専制と

迷信」を説教するが、そこにはもはや意図を

隠し主張を抑えるしおらしさは見当らぬ。本

心を偽り人を騙さなければならなかった時代

はもはや過去のことと見倣してのことである。

問題は、我々が4世紀逆戻りするかどうかに

ある。何故なら、この逆行は、それによって

利するところの者から金を取ろうと冒論見ん

だ卑劣晒賎の族が仕掛けた逆行だからである。

新教に対する激しい攻撃によって問題がすり

替えられるのではないか、余が些かの心痛な

り。新教か縮教か、選択め問題と勘違いしそ

うだが、実は新教も旧教も脱捨ててさっぱり

したというのが我凝の正直な気持ではなかっ

たか。入生万事、能く攻勢に転ず、これ一つ

の大なる得点なり。守勢が和議に応ずるは常

のことなり。一切の宗教がフランスの為政者

により御法度となった時、宗教家は信者の追

害を望まぬ者はいずれも味方とみなしたもの

であった。余の本も、世が世なら、連中に有

り難く歓迎されたはずなり。今B、宗教に独

占的支配を認めぬ者いずれも反宗教的入物と

みなされん、されば今できることのすべては、

その「自由の原則」を包隠してでもとにかく

新教を護ることである。ところで、以上に鑑

み言えることは、余の著書の刊行は時節を待

つ、待つからにはじっくり構えてより立派な

原稿に仕上げるべし。レディーメァリーウォー

トリ・モンターギュ［英の女流書簡文作家ユ689－

1762。機知と皮肉と常識に富んだ・書簡を残す。〈メ

ルキュール誌＞1804年9月号にフィエヴェの書評載

る。1とビオンデッタ［スタール夫入の異称1

の不思議な合致。卑劣漢フィエヴェの筆とは

いえ、その書評なかなか良し。

　再び余の計画なるものに戻る：解決すべき

問題、レゼルバージュの家政、金銭、情婦、

旅行。

　　　実月十九日（9月6日木曜日）

　草案練：直す。道徳と宗教の関係は古代民族
　　　　　　　　　　　　　ティスム
に限定し論考のこと決定す。有神論［唯一の人
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翻訳　バンジャマン・コンスタン『臼記』（靱） 3

格神がこの世界を創造し支配（漏道徳律〉するとの

立場］の部、余の思い通りに論ずること不可

能なればなり。信心家はいうに及ばず、時勢

に身をすり寄せ、「哲学は宗教を排殿するも

のに非ず」との論を張って言い含めんとする

あの思想家連中の大部分を敵にまわすことに

なろう。信心家を攻撃してくれるのでこの連

中の力は見逃せぬが、こちらが不用意にその

攻撃に加担しかえって連中のその場限りの言

葉の嘘を暴き敵を利するようなことになれば、

こちらに向けるその怒りたるや凄じいもので

ある。従って、解古代民族における宗教と道

徳の関係』との題で一本にまとめるべし。だ

がそこに筆者の見解：「宗教的情熱を駆立て

る力は多神教よりも有神論［一神論］がはる

かに勝ること、しかし多神教にもこの情熱の

力あれば筆者として論ぜざるを得ず、多神教

から有神論に入ったと筆者が考える例を理解

の助として二、三挙げたこと」を述べるのは

支障あるまい。原稿巻三口述筆記。知事と昼

餐。読書、サントクロワ。著者は、「有神論

思想はいかなる点においても秘儀に通ずるこ

とはまったくなかった」と否定する。だがそ

の否定の立証なし。それはともかく、興味深

き見解散見す。

　晩餐、味気なし。疲労困惑す。他入を不幸

に陥れず休息平安の内に暮す、なぜ余には叶

わぬことなのか。

と話す。徐々に兆してついに嵐とはなりぬ。

余の思遣のなさ頼り甲斐のなさ、余の感情と

行為の乖離等々をめぐり凄じき喧嘩午前三時

に至りぬ。出面、望むらくは、現実の不幸は

さておき、老という自然の一般法則を嘆く千

編一律の哀歌は避けて通りたし。望むらくは

若さに見捨てられし女の繰言を男として聞か

ずにすませたし。関係を続けて10年、二人と

も四十の坂に近づき、ここ10年来《もはや我

は愛を持合せぬ身》と口の酸っぱくなるほど

言明してきた今一この言明を翻せしは、相

手が苦痛と激昂に身を強ばらせ、もしや物の

怪の仕業にやあらんと恐しさに身が疎み「ひ

きつけ2を鎮めんとした時を除き後にも先に

もなし一望むらくは愛は強要されずにあり

たし。最後にもう一つ、望むらくは、行為に

感情が伴わぬと言うのであれば、どうせ有難

がるわけでもなし、余にその行為は求めぬこ

となり。さて、かくのごとく言うべき事を言っ

てしまえば闘志は失せぬ。よって待つべし。

余はビオンデッタを愛す。胸潰の悲しみにま

かせてかくは綴れど、相手の美点長所一つと

して余の琴線に触れぬはなく、哀れ勾欄と思

う気持に変りはないのである。さは言えど、

為すべきは自殺さもなくば、最初の機会を

捉え最も痛み少くして彼の女から余の生を切

離すべし。地上から姿を消すか、友人として

留まるかの二者択一。

　　　　実月二十B（9月7縫）

　　　　　　書簡：ドワドン

　ドワドンより余の熱湯二十三ヨ便に対する

返書。余が在所［レゼルバージュ］の出費恐しき

額となれり。立直の要あり。ローマ宗教にお

ける「宗教と道徳の一致」の章口述筆記。思

ったより良き出来栄と見えたり。だが、筆の
　　　　　　　　　　　　　てぶり
運び何やら誇張めき余が普段の手風逸脱の感

あり。しかし、これを中核に据え後から論述

を加え肉付ていくこと可なり。ベルモント王

女と晩餐、なかなか愉快なり。ビオンデッタ

　　　　実月二十一日（9月8日）

　ローマ宗教の章了。嬉しさ一入なり。一6

のうち落着いた時聞が持てるのはせいぜい午

前の5時間のみ、それが終るや肉体の苦痛と

心の憂苦が論るのである。灯火の仕事は無理

［視力の衰1。晩餐後の会話、今や思っただけ

でもまさに苦患の種そのものとなってしまっ

た。「性欲処理」の手段を持たぬ身で妄想に

振回され健康が害われる、この妄想というや

つ、憂愁と肉欲の二つ巴、日毎に募り例えば

今宵は狂気の様相を呈するに至れり。要する
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4 書語文化論究8

に、余の全身全霊、尋常ならざる震蕩にさら

されているのである。捨ててミネットを悲嘆

させる、留まって人生の残りを消耗させる、

悩み二分されたり。ミネットの将来を思えば

不安に駆られる。ミネットがフランスで平穏

に暮す、その機会たるや恐らく微々たるもの

である。二人は、残された歳月、気根の尽き

るまで落丁の流浪を重ねるのがおちであろう。

捨てたとしても捨てされぬはその影、徒にさ

んざん苦しめたあげくの果、相手の許に舞戻

るはず。この情況から脱出するには、「結婚」と

いう後戻のできぬ行動がある。だが、妻といっ

ても生身の入間であるからにはいずれ新たな

敵となる、戦闘に気づいた時は後の祭、もは

や元に戻れぬ一線を越えてしまっているので

ある。これぞ痛恨嵯嘆の一一巻とや成るべし。

　　　　三月二十二日（9月9鋤

　寓意め章にかかる。この章、論点充盗、草

稿上がる、出来は中の上。問題は多神教の「逸

脱」に関する巻である。当地滞在中の完成は

危ぶまれる。余が自家薬籠中の物とするギリ

シャ、ローマに限ってはとの思い一：再ならず

あり。だが、限定すれば論考の「空隙」たる

や穏も当てられぬものになり、しかもせっか

くのこれまでの準備が悔まれる。それはとも

かく、余の仕事わるくはなしとの自信生じつ

つあり。気力体力乱れがちなればこの進捗喜

ぶべし。身に何事の兆しかは解らぬが、衰弱、
　　　　　　　　　　　　　　　　ひとりい
無気力募るばかりなり。今冬の旅、独居、我

が身の良薬とはなるべし。

　夜、セロン姉妹宅。アメリーなかなかの愛

敬。三十二歳というのが何とも残念なり！運

命の我に背かざること絶えてなし。その気に

なって妻とすることもできたはずの女が余の

意にそぐわぬ点を備えていたこと常に変らぬ

例なり。ハルデンベルク夫人［コンスタンの二

番目の妻となるシャルロット］、退屈な夢想家。

リンゼー夫人、四十の歳に加えて二人の私生

児。ビオンデッタ、誰よりも余の意に適うは

ずの女だが、余にはもはや愛する気なし、相

手は友情に限定したくなしと言う。さて、こ

のアメリー、かなりの財産家、余との結婚を

待望み、世評はともかく、二十歳であれば充

分矯正」は可能なれど、三十二にして等色

と礼を欠き、欠けぬは歳を重ねて根を張った

二言愚行なり。アントワネット、二十歳にし

て愚言愚行なく財産有り、容貌作法人並なれ

ど、フランス女性に非ず。かくなる事情の中

を生きて人は往く。往きて果てなば事情は振

出に戻る。今あげた女の中から撰ばざるを得

ぬとしたら、それでもアメリーを採る、移住

が手軽で縁者少き女なればなり。

　　　実月二十三日（9月10日月曜日）

　　　　　　書簡：ナッソー

　発信、ナッソー夫入。「多神教における道

徳の僧侶職に及ぼしたる影響」の章、口述筆

記。必要な論述すべて展開したわけではない

が既に実に面白き章とはなれり。二四「情況

論」の草案をなす。この巻は分析的方法やや

抑えるべし。分析的方法は両刃の剣にして、

密度の高い論述の場合すぐれて役に立つが、

疎にせざるを得ぬ場合は弊害が毒る。

　晩餐後シモンドと話す。真面琶な話をまっ

たくしないといって非難される。仰せの通り

だが、余が入と物とに寄せる関心の薄さ余り
　　　　　　　　　　　　　　おどけ
に薄く、見ても聞いても織黙か譜諺冗談、こ

れ以外の気分にはなれぬのである。他人の助

力なくして達成できぬ騒的断念してよりこの

かた入にものを説く心もはや持たぬ身なり。

しかし、興に乗じて戯れ気散じする心あり、

しかも余が講諺冗談常に功を奏すれば利用す

るなり。天が我に与え給いし得意の持前、己
　　　　　　ざれごと
を相手の冗談戯言なり。

　ミネット優し、余が気分良し。肉の快あれ

ば気分晴れるは常のことなり。±。
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翻訳　バンジャマン・コンスタン『日記』（⑳ 5

　　　　実月二十四日（9月11日）

　　　　書簡：タルマ、フールコー

　発信、タルマ夫入、フールコー。来信、父、

余の三日便に対する返書。

　有意第V暴死。シモンドと散歩、その前に

「序論」を読み聞かせれば大いに感心す。実

に正しき思想と実に純粋なる意思の持主なれ

ば、この男、無才ならずとも、その才の少な

きこと残念なり。シモンド、社交界入りを許

された嬉しさにうつつを抜かし、許されたは

能力あればのことに思いがいかず仕事怠り、

最初の微々たる成功の喜びに以後の立功の手

段を犠牲にしたり。実はこの男、仕事はやっ

ているのだが、やってる主題が曖昧で転入も

委細は分らぬのである。昨日学んで今賢それ

を書く、これでは自分の専門を極めること決

してできぬ寸法なり。とにかく、当人は学問

をしたつもりで得意がっているのである。か

くなること常に嘆かわし。
　　　　　　　　　　　ミステ　ル
　読書、サントクロワ。「秘儀」とは入類の

頭の中に浮んだありとあらゆる思想が納って

いる倉庫であると見なすべき理由日毎に強ま

る。そこはすべての思想が互いに相容れずに

出会って納められていた場で、そこで、どん

な思想も昔はこの中にあったという事実の立

証は材料に事欠かず、またこうして立証され

た思想が互いに相容れずにあったという事実

の証拠についても同様である。

　ビオンデッタ相手に平穏な宵の一刻。

　　　　実証二十五鼠9月12日）

　　　　　　書簡：ナッソー

　来信、ナッソー夫入。巻心第斑章乱口述筆

記。二人のイタリア人、アッチェレンザ兄弟

と昼餐、食後、三人穏のイタリア入、ベルモ

ンテ皇子［1779年3入はナポリ共和国を倒した反革

命の敵としてナポリを追われた］と会見。このイ

タリア人いずれもパンタローネ［イタリア喜劇

の道化役］に通ずるものあり、才の閃き見せる

ことあっても尊敬の念を懐かせること決して

なし。プロイセン国王［フリードリッヒ・ヴィル

ヘルム3世、優柔不断の評あり］の性格について

のベルモンテ皇子の観察、正鵠を得たり：こ

の王の国務を執るや一吏員の職務を執るに似

たり、仕事に個人的喜を見出さんとの気持い

ささかもなし。これプロイセン国王に対する

最も優れた讃辞との自覚、当のベルモンテに

なし。スウェーデン王［グスタフ4世、在位1792～

　1809。ナポレオンとの戦争に対する優柔不断が禍し

幽閉廃位］をめぐる面白き仔細［不詞あり。

この仔細から窺えるのは、誠実な心、傲慢と

犯罪を真に憎む態度なのだが、アッチェレン

ザ公、更にこの仔細に付け加え、「王は尊敬

されるに足る力を欠き、愚王なればあのよう

な事を引受けるのだ」と述べて本人は王を愚

’弄したつもりなり。人間が入の弱さを侮る！

幸いなるかな、人間を軽蔑するの手毅、弱さ

が持つこと。シュレーゲルの滑稽な言葉、物

書きとしてのシュレーゲルの自尊心の典型な

り。友入［おそらくノヴァリス、1801年没］に献じ
　　　エビ　トル
られた書簡詩に目を通していたところ、「こ

の友やがて亡くなりぬ」との註に出くわしそ

れをシュレーゲルに尋ねれば、答えて曰く、

　《さよう、ちょうどその頃二十七の歳で亡く

なった。だが、よく間に合い余の書簡詩を受

取って死んでいったものさ》。この友の生き

る目的がとりわけシュレーゲルの書簡詩を読

むことにあり、それを読みおえさぞや満足で

あったはず、ということになるではないか。

　ミネット相手に宵の一刻、平穏、実に平穏
　　　　　け　　うま
なり。日に異に美し宵とはなりぬ。

　備忘記：見れば〈デバ新報〉に小逸話あり、

余の「賎婦を囲わんとの目論見」につき考え

させられることあり。恭順品行、間違なしと

想像していたのだが。現実の話たるや！思う

にこの計画諦めるべし。

　　　　実月二十六日（9月13日）

　巻三第出丸整理し口述筆記。要再考。出発

までにこの章の原稿浄書と気は急くのだが、
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いまだ一一向に論述完成を見ぬ次第なり。各部

を一つ一一つきちんと仕上げておけば為すべき

仕事の量これほどのこととも思えぬのだが、

如何せん、我が怠惰のしからしむるところな

り。常に論述を先回しとりあえず論点は見出

のみを記して良しとするのである。この遣方

の不利は構成に「綻び」を来すことだが、論

点の相互関係は把握しやすいという利点もあ

る。〈メルキュール誌＞D804年9月8暇号］。

ミラボー攻撃。連中［メルキュール誌の編集者］

を偽善者呼ばわりしてもはじまらぬこと。連

中が目の敵とするのは他ならぬ自由なのであ

る。およそ「自由」に好意的な思想にして連

中の攻撃中傷を逃れざれるは一つとしてなし。
　　　　　かなた
ところで、彼方、コロー・デルポワ［公安委員

会で辣腕をふるう］のかつての秘書にして弁護
　　こなた
者、此方、ブレストの独裁官の手下、或は、
　　　　　　　　　ジュルナサスト
自らも端くれとして「記者の祖国」と仰いだ

英国に潜入、暴動を煽り暴徒買収未遂の廉で

国外追放となった間諜［フィエヴェ、仏の作家政

論記者、メルキュール誌主幹、ナポレオンの命を受
　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとも
けスパイとして英に入る］といった類の、正面

な意見も持たぬ徒党を相手にしたところでど

うなるというものでもなし。

　晩餐、ベルモンテ皇子と。相変らずの饒舌

二二、だが頭にはなかなか刺激的なり。皇子

の話の面白さ、いずれも均一にして単調なれ

ば、ついには人を倦まさずにはおかぬなり。

盛大なる夜会。クールランド公爵夫人［タレイ

ランの《アミ》］。夜会のはしご、ビュティー

二夫人［夫はコンスタンの医者］宅。相愛を見

せつけられたり。社交にかくも長時間身をさ

らせば心身潰えたり。およそ才ある者いずれ
　　　　　　　　エトウフワ　ル
にとってもまさに窒息地獄なり！心中に不機

嫌の大発作走れり。

　　　実月二十七日（9月14日金曜費）

　湾口章了。心身の不調か主題の難か、第顎

下執筆不能。主題の論述方法、「物語的」形

式とF学問的」形式の混合にしたれば、両者

の「不二避け難し。叙述に徹すれば余さず

詳細に及ぶこと可能で「空隙」一切生ずるこ

となし。学術に徹すれば流れの前後は触れず

に事象を切離し引証することができる。余が

採った方式では充分に完全な叙述は許されず、

しかも一連の叙述を強いられるので結局どち

らつかずの不完全なものとなる。奮起して草

案練直すべし。変更といっても大した変更に

はなるまい。それに、すべて遣直すとしても

「投出す」か「全うす」のどちらかではない

か。この著作を貫く基本、かくあるべし：主

張、次に裏付の事実、次に例外、次に例外の

理由、次に再び裏付の事実、最後に、余の〈宗

教の根源〉説を裏付けるところの「まとまっ

て一体をなす証拠を提示するためにしかじ

かの宗教の一覧。以上はシモンドに余の原稿

を朗読してもらった時の印象に教えられ考え

たものである。そこで分かったのは、叙述を

避け事実の確証と「写生」を続ける限り受け

る印象は満足すべきものだったが、叙述に入

るや疑義異論の箇所が出てくることであった。

だが錯覚は禁物。古代文明について余が博識

家の域に達すること不可能なり。博識と称さ

れるには「思索」に必要な時間を犠牲に供さ

ねばなるまい。されば余が手懸けるべきは唯

の「博識の書」には非ず。

　　　実記二十八副9月15翻土曜日）

　午前中一杯仕事、草案手直す。来客、ピク
　　　　　　　　ユユヴェルサリテテ教授。教授の「森羅万象に渉る知識」、不

都合あり：物理学に非ざれば如何なる事象も

教授をして特に感奮せしむることなし。何事

もその意見活発なれども常套陳腐なり。教授

を相手に宗教と道徳の話をしてみんとしてす

れば、可哀相に相手はその乱しのぎの「語呂

合」をなすにいたれり。

　ベルモンテ皇子を訪問す。これほどの疲を

知らぬ饒舌家未だ曾て見たことなし。ジュネー

ヴに住まうジュネ～ヴっ子、つまりジュネー

ヴを馳せ廻るヴォルテールの逸話なら何でも
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知っていて当り前の余を相手に、或るジュネー

ヴっ子から朝仕入れたヴォルテールの話の一

部始終を語ったものであった［ヴォルテール、

1755年ジュネーヴ郊外に住み、60年宗教的発二等で

甫当局と容れず国境に近いフランス領フェルネーに

移り1778年没】。

　大昼餐会、知事宅。この男の、自分が嫌う

相手［ナポレオン］に不満を抱く者に寄せる友

愛翼毎に情を増して濃やかなり。セシュロン

［ジュネーヴ北1キロ、旅亭で有名】。哀れ不幸な

エインスリー［英の旅行作家、1蝦セシュロンの

旅亭で頓死、宗教的葬儀を拒否されたらしい］の埋

葬。冷酷無情！手本とすべき立派な請願！ロー

ル着、叔母宅、冷ややか気詰りの晩餐。

　　　　実月二十九日（9月16日）

　　　　　書簡：ドワドン、父

　草案手直す。最も手堅きまとめと言えよう。

余の立場、歴史的形式にやや近づく。よくよ

く考えれば、すべてを「公理」として論ずる

こと不可能との結論に達す。「宗教の根源」

から始めて自然発生的な宗教感情の歩みを論

じ、最後に、各宗教とこの「根源」及び「歩

み」を突合せながら、各宗教が分離していっ

た理由と原因を検討する。

　昼餐、叔母宅。食後、心情開陳。叔母の気

持は、「余がビオンデッタと結婚する、さも

なくば別れる」にある。叔母の言う通りなり。

ビオンデッタとの結婚、余が望と叔母はふん

でいるようだがこちらにはその気持毫もなし、

この点に叔母の誤解あり。この事実、叔母に

明かすことは余の「計画」［8月5日参照1の

《信仰告白》にも等しき告白であり、イタリ

ア出発［スタール夫人のイタリア旅行］までこの

まま続けんとする今の生活とこの計画が余り

にも相違すれば、言葉を濁すにとどめたり。

叔母、ビオンデッタの話題の後、それとなく

アントワネットを持出し、持参金5万スイス

フラン、すぐにも入ると匂わせたり。アント

ワネットと一緒になるに支障なきこと、余に

はかなり似合のはなしであること異存なし。

第一に生活の転換となるであろう。小事は言

うに及ばず大事においても余は自らが「主」

の立場を取戻せる、何故ならば我が心あまり

に磨潰されたればもう懲り懲りである、如何

なる女といえども、ビオンデッタの前例はあ

くまでも例外なり、試みてみよ、我を尻に敷

くことできぬはずなり。仕事の捗り比べよう

もあるまい。意あらば周囲に交わり、意なく

ばフランス、ドイツに交わらん。今の曖昧な

身の上から解放されるべし。アントワネット
　　　　　　　　　　　　　　よわいはたち
すこぶる美入とは雷えぬが未だ齢二十歳、暫

らくは肉の快を愉しむに相手として不足はな

し。淑やかで明るさもまあまあ、才走ったと

ころもない。今よりも良い女になる可能性あ

り。ビオンデッタの知るところとなる前に結

婚を執り行なっても構わぬといって娘をくれ

るなら妻とする。そうと決まれば二月後、亭

主の座におさまっているかも知れぬというこ

とだ。たとえ面白からぬことがあろうとも、

ビオンデッタ相手では得られぬ生甲斐、《旅

と学問》の二つあり。余に旅心混ぜんか、ビ

オンデッタならつきまとう。余が机に向わん

か、邪魔をする。もちろん、物には裏がある。

家柄に不足あろうが、「戸主」におさまるわ

けである。金に恵まれぬかもしれぬが、自由

独立に恵まれる。とにかく一月半後はっきり

するであろう。発信：ドワドン、父。

　　　　実月三十日（9月1旧）

　新草案に従い巻二下書をなす。新草案文句

なく最良。余のこれまでの遣方には遮る一般

原理を論ずるにただ一つの民族の特殊な例を

挙げて済すというきらいがあったが、新草案

によれば、歴史の詳細事例あますところなく

記すことが出来るので、この点改良されたり。

これより4巻からなる第一部の仕上にかかる

が、他の部にさきがけて刊行できぬかどうか

今のところ何とも言えぬ。刊行の有無は万千

の個入的事情次第なり。
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　アントワネットをめぐる余の計画熟考。問

題なきにあらず。計画をビオンデッタに告白

せんか、その二二喧喚満天下に響き渡らん。

実行後明かされるまで伏せておかんか、己が

裏切者に見えて自己嫌悪に陥らん。アントワ

ネットとの結論を出す前になすべきは、回る

機会を設けビオンデッタに結婚についての態

度決定を迫ることである。だが、これとて容

易なことではなし。相手の狙は明確なり：余

を愛しているので手放したくない、さりとて

余と結婚する気はない、結婚せざるを得ぬと

なればはなしは別だが、二入の関係解消がひ

とえに余の決断に懸っている限りその破穏に

陥ることは絶対にないとふんでいる。という

訳で、余の論法は「循環論法」となるのであ

る。ところで相手のこの狙、世の何人も知ら

ぬところのものである。現実に世間が余に見

てとる姿たるや、己の欲することが言出しか

ねる弱い男、さもなくば、都合が良さそうな

ので現状に執着し実を取って名を捨てた男の

姿である。別の女と結婚すればしたで、算盤

をはじき1G年を越える関係を計算ずくで解消

した男の姿を見てとるであろう。

　原稿の一部シモンドに読んで聞かす。「大

地」に足を下すや、つまり「事実」の土俵に

上るや間然するところなし。読書、サントー

クロワ。引継と更新を繰返してきた「秘儀」

と、キリスト教が入り多神教が脅かされるに

到った時期に創られた「新秘儀」、余が予て

考えていたことである。

　　　　補足ヨー則9月18印
［共和暦は！月を30Bとしi年12月で360H、残る5

欝を補足日（需サンキュロットの日）とした］

　草案、更に何箇所か手直す。多神教が完全

な「転落」に至るまでの「自然な歩み」を辿

る要あり。途中で多神教の「逸脱」を持出す

と論述が中断され歴史の流れと関心が絶たれ

続かなくなる。従って、二つの部分一一は、

多神教の「自然な歩み」、二は、情況と気候

風土の影響による「逸脱」　　に分けた方が

無難ではないか。第：一部では詳細を余さず、

多神教の「自然な歩み」に歩を合せることに

なる他民族についても例外とせず、導入すべ

し。宗教的情熱の分析を「序論」の部に導入

できぬかどうかも検討の余地あり。

　散歩、騎馬行。ファーヴル［スタール夫入研

究の生字引となるギヨーム・ファーヴル］訪問。地

図の山に埋れ居たり。地理に非ざれば何事も

浅見短慮、その裏に潜む奇妙な好尚、そして

この好尚あれば究め得た深，奥なる知識、だが

この知識、氏の専門外の話題意見と奇妙な対

照を見せたり。±。

　読書、サントクロワ。夜、トランプレイ

夫入［不詳］宅。

　ビオンデッタと晩餐、穏便なる小競合。千

思百考の末、ついに執るべき行動を見つけ出

せばそれに従うべし。予告なしにビオンデッ

タを捨て裏切の卑劣漢と見られたくはなし。

世間の不評を買うと言って結婚に反対するの

であれば、不評の是非はさて措き、結婚を強

いるわけにはいかぬ。だが、イタリアから帰

国直後の秘密結婚を申込むこと、金銭問題の

整理（整理がつけば金銭については乱入の支

配から自由になれる）を持掛けることはでき

るはずなり。この提案に唱えるべき異議は一

つとして見出せまい。相手が蹴れば、こちら

は自由の身となり、しかも非難はうけず、余

の手紙を見せれば世間は味方に出来る。手紙

の中でビオンデッタとの金銭関係は説明でき

るわけで、説明すれば実に簡単なことである

ことが分かってくれよう。これで話は決まり。

　　　補足二二臼（9月19臼水曜日）

　序から終章まで草案脱稿。最：後の数回空白

のままだったのが、今日の唯一回の下書で立

論、どうにか埋めることできたり。この点、

他の草案脱稿に要する時間に関し心の余裕で

きたり。こつこつと続けて行く仕事の上で常

に支障となる眼の問題なければ今冬で執筆了
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